














入本学会の活動拠点 上代中古から近世近代までカバーしながら、 「絵入本」 という接点で議論しあえる場というのも、なかなか他にはないのではな でしょうか　
たとえば、 「絵因果経」 の ときものの淵源をさぐってゆけば、遠く古く海彼の国にたどり着いてしまいそう すし、大




まありました。たとえば、前々回 「Ⅶ」 を二〇一四年十二月に開催した折には、同志社大学の山田和人教授に急遽会場校をお願いしましたし、前回「Ⅷ」 （二〇一五年十二月）は予定していた会場が間際に使用できなくなり、これも辛うじて実践女子大学で開催するということでしたので、実務上の都合で近世文学主体のワークショップに らざるをえませんでした。　
今回は、絵入本学会の初代代表の山本登朗・関西大学教授のご奔走により、複数の方々による 『伊勢物語』 関連の研





岡崎礼奈 （東洋文庫研 員）神林尚子 （鶴見大学専任講師）河合眞澄 （大阪府立大 教授）北川博子 （あべのハルカス美術館）クリストフ・マルケ （
フランス国立東洋言語文化大学教授
）







中谷伸生 （関西大学教授）廣瀬千紗子 （同志社女子大学教授）三宅宏幸 （愛知県立大学准山本
　
卓 （関西大学教授）










































































































































































　『異本伊勢物語絵』 第九段 「宇津の山」 について　　
―異時同図の留守文様の一例として―
	
霞会館学芸員
　
大口裕子
■閉会のごあいさつ
	
実践女子大学
　
佐藤悟
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